
 宇部港長期構想（素案）に対するパブリック・コメント（県民意見の募集） 

 の実施結果について 

 

１ 意見の募集期間  平成 30年 5月 29日(火)から平成 30年 6月 28日(木)まで 

２ 意見の件数    19人 26件 

３ 意見の内容と県の考え方 

 

（１）浚渫土砂及び廃棄物処分場についての意見 

番号 意見の内容 意見に対する県の考え方 

1 宇部港内泊地の浚渫工事及び航路の拡幅工事

に関する排出物の最終処分場である「東見初地

区」も満杯に近い状況になりつつあり、更に最終

処分場を確保することは、宇部港及び宇部の産業

界発展のために必要不可欠であると考える。 

本長期構想では、新沖

の山地区において、浚渫

土砂等の処理空間を確保

することとしています。   

あわせて、県内の産業

廃棄物、及び地域の一般

廃棄物、災害廃棄物の処

理空間確保の要請にも対

応可能なように長期構想

に位置づけています。た

だし、整備の具体的な方

法等については、今後、

関係機関等で検討してい

くこととなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 産業活動に伴い発生する廃棄物や大型船舶の

ための航路確保のため発生する浚渫土砂などの

処理空間はすでに限界が見えてきている。 

このため、新規処分場の確保は最優先の何より

も先行されるべき基盤整備であると考える。この

ため、新沖の山地区の早期の処分場着工を強く望

む。 

3 産業廃棄物の最終処分場を確保することは、産

業界の将来にわたる安定操業を確保するために

極めて重要である。今後、最終処分場の確保が難

しくなることから、宇部港東見初最終処分場の今

後を見据えて、最終処分場の確保についてご検討

いただきたい。 

4 今後も産業界の安定操業を行うに当たって廃

棄場の新設は必須と考え、実現に向けてお願いし

たい。 

5 東見初地区の広域処分場の受入容量は有限で

あることから、産業界の将来にわたる安定操業の

ために廃棄場を新たに確保する必要がある。 

6 昨今の産業廃棄物処理には頭を悩ませており、

いっこうに解決策が見出せない。ご検討、ご教示

頂きたい。 



7 

 

 

廃棄物処分場を新たに確保することは、産業界

の将来にわたる安定操業のために必須であり、処

分場設置を要望する。 

 

 

 

 

 

 

 

8 将来的に県内の廃棄物処分の能力不足が予想

されることから、宇部に新たな処分場の建設が望

まれる。 

9 廃棄場を新たに確保する事は必須であると思

われる。 

10 地域産業の発展と廃棄物処理能力の向上は民

間依存の自浄努力だけでは整い難いテーマであ

り、人目の届かない山間への埋め立てなどの不法

投棄等は環境分野の抱える頭の痛い問題である。

廃棄物の最終処分場が将来にわたって継続的に

設備されて公の管理で稼働しているということ

は、地域産業界の健全発展並びに、産業界の将来

にわたる安定操業のために必須であるといえ、現

在供用されている「東見初最終処分場」の代替施

設の設置を要望する。 

11 宇部港においては、素案の通り国際バルク戦略

港湾の整備促進、東見初広域最終処分場の後継施

設確保、港を活用したまちづくり等にご尽力いた

だきますようお願いする。 

12 東見初広域最終処分場の埋め立て期間が平成

３５年前半とあり、残り５年となってきている。

今後東見初地域に新たな最終処分場が確保でき

るのかどうかの判断を早くして欲しい。 

13 宇部港東見初最終処分場は宇部市地域内外の、

幅広い産業に利用されている。今後も長期にわた

り、これらの施設を確保することは、産業界の将

来にわたる安定操業に必須である 

 

 

 

 

 

 



（２）記述についての意見 

番号 意見の内容 意見に対する県の考え方 

14 図 5－14の中の廃棄物等対応エリア（灰色）の

説明がないのでわかりづらい。 

図の煩雑化を避けるた

め、ゾーンについてのみ注

釈を記載しています。な

お、各エリアについては

「廃棄物等対応エリア」

等、その目的がわかりやす

い名称とすることで注釈

を省略しています。 

15 長期的視点（２０～３０年後）に立った宇部港

の港湾整備の方向性を構築するとあるが、具体的

に記載されておらず現実味がないと思われる。

（短期、中期、長期が何年先を見据えているのか

がわからない）。 

長期構想は２０～３０

年後を見据えた宇部港の

港湾整備の方向性を示し

たものであり、具体的な整

備につきましては、今後、

長期構想を踏まえて改訂

予定である港湾計画にお

いて検討していきます。 

 

（３）計画の推進に関する意見 

番号    意見の内容 意見に対する県の考え方 

16 特に下記施策の取り組みについて、最優先かつ

確実に次期港湾計画に位置づけて頂きたい。 

（１） 新沖の山地区における物流機能強化 

国際バルク戦略港湾の計画に基づく、

大型船舶による２港上げに対応可能な大

水深公共岸壁並びに航路の整備。 

（２） 新沖の山地区の土砂処分場及び廃棄物処

分場の確保 

港湾改修に伴う浚渫土砂や維持浚渫土

の処分場がないこと、東見初の廃棄物処

分場も残容量が乏しく次の処分場の確保

が喫緊の課題であることから、新規埋立

による処分場の確保が急務。 

 

 

いただいたご意見は、今

後予定している港湾計画

の改訂にあたり参考とさ

せていただきます。 



17 宇部港の役割が明確で、将来に向けてなお一層

発展していくことができる長期構想であり、とて

も良くまとめられている。宇部港の恵まれている

地理的条件である、①瀬戸内海の西端に位置する

静穏な港、②防災拠点、③山口県の空の玄関であ

る山口宇部空港が隣接し、④夢花博も開催できる

きらら博記念公園もすぐそばにある等、陸・海・

空をうまく利用すれば、山口県の重要な港とし

て、また日本においても貴重な拠点港として、今

後も地域経済に貢献していくと思われる。是非と

も、素案を基調とした長期構想を策定願いたい。 

 

 いただいたご意見は、長

期構想の策定にあたり参

考とさせていただきまし

た。また、今後予定してい

る港湾計画の改訂にあた

り参考とさせていただき

ます。 

18 「国際競争力の強化（物流）」の点については、

地元の将来や社会に直結していく内容だと感じ

た。この物流拠点の形成により、地域経済活性化

や雇用創出など、山口県活性化また、日本の活性

化にも寄与する内容になっていると考える。ま

た、瀬戸内海の静穏な港の特徴を生かし、日本の

エネルギーサプライチェーンの維持を港の役割

として、担うという点については、地域の特性、

長所を生かしたものになっており、地域活性化に

つながると考える。 

 全国的にも本素案（エネルギー、原料調達や災

害時の防災拠点や防災時のエネルギー供給な

ど。）に示されている構想は非常に将来性のある

内容だと感じ、引き続き、長期構想に盛り込んで

いただきたい。 

いただいたご意見は、長

期構想の策定にあたり参

考とさせていただきまし

た。また、今後予定してい

る港湾計画の改訂にあた

り参考とさせていただき

ます。 

19 

 

 

本長期構想に示されている各戦略は、「国際競争

力の強化」、「社会的必要性・責務」、「安心安全の

確保」等の観点から、宇部港にとって必要不可欠

であるとともに日本経済にとっても有用な策で

あると考える。ついては、素案に基づく長期構想

を是非とも策定していただきたい。 

 

 

いただいたご意見は、長

期構想の策定にあたり参

考とさせていただきまし

た。また、今後予定してい

る港湾計画の改訂にあた

り参考とさせていただき

ます。 



20 南海トラフ等の大地震の発生確率が太平洋地

域は非常に高くなっている。さらに、甚大な津波

被害が起きれば太平洋側に比べ、瀬戸内の宇部地

域では揺れや津波外力に対する現状の護岸や岸

壁の耐力については疑問があると考えている。 

こうしたことから、甚大な被害が想定される太

平洋側地域への支援や、防災拠点としての機能確

保のため、宇部港の強靱化喫緊の課題であると考

えている。この長期構想で、宇部港の課題として

挙げられている「東見初」及び「芝中」耐震強化

岸壁の早期整備推進を強く望む。 

 

 県としましても、防災拠

点としての港湾の機能強

化は喫緊の課題と考えて

おり、本長期構想では、芝

中地区を安心・安全ゾーン

として位置づけ、防災機能

の強化を図ることとして

います。 

 

（４）内容に関する意見 

番号 意見の内容 意見に対する県の考え方 

21 ２０年後とすれば団塊ジュニアが現在の生産

年齢人口から外れ、高齢化率が現状３０％から多

くなることが予想される。これらを踏まえて２０

～３０年後の年齢構成を予測した上で検討すべ

きではないか。 

本長期構想では、労働力

不足に伴い懸念される物

流機能の低下への対応や、

人口減少に伴う国内需要

の低下への対応などを盛

り込んでおり、将来の人口

動向を見据えた内容とな

っています。 

22  一部の企業のための長期構想とならないよう、

留意して欲しい。 

住民へのアンケートや

港湾利用者へのヒアリン

グ等を実施した上で、本長

期構想を作成しています。 

23  工業のための港への設備充実も良いが、おしゃ

れに見える部分も考慮するとより良い。 

 「みなとまちづくり」を

将来像の一つとし、にぎわ

い空間の形成を取組内容

として掲げるなど、みなと

のにぎわいづくりも施策

としています。 

 

 



24  宇部港の課題や、港湾利用者、市民の声が反映

された内容となっている。 

いただいたご意見は、長

期構想の策定にあたり参

考とさせていただきまし

た。また、今後予定してい

る港湾計画の改訂にあた

り参考とさせていただき

ます。 

25  「戦略４：安心な暮らしや企業活動の維持」に

ついて、長期構想の性格上、取組時期の記載が「短

期～長期」で表現されていることは理解した上で

の意見であるが、この項目については他項目より

先行すべき社会基盤と考えるため、短期（せめて

中期まで）で取り組み時期を位置づけていただき

たい。 

ご指摘のとおり、本項目

については優先して取り

組むべき事項であります

が、具体的な取り組み時期

については、今後予定して

いる港湾計画の改訂を経

て事業化する段階で定め

ていきます。本長期構想で

は、重要な項目の一つとし

て短期から長期での対応

としていますが、可能な限

り早期対応に努めます。 

26  大型石炭火力発電所の建設計画もあり、宇部港

はさらに発展するものと期待され、機能強化、物

流コスト削減を実現し国際競争力強化を図るこ

とが重要と考える。また、大規模災害時の被害想

定が低いことから、有事においても安定的にエネ

ルギー供給が出来るという点も宇部港の優位性

の一つと考える。 

いただいたご意見は、長

期構想の策定にあたり参

考とさせていただきまし

た。また、今後予定してい

る港湾計画の改訂にあた

り参考とさせていただき

ます。 

 


